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An Overview of Studies of Japanese Sentence Final Particles and Research 






大きな役割を果たしており（伊豆原 1993、初鹿野 1994、白岩 2011、崔 2015 など）、適切に使用
することが円滑なコミュニケーションに不可欠である。
　1990 年代以降に第 2 言語習得研究の一環として、学習者を対象として終助詞に焦点を当てた研
究、特に「ね」の習得を検討した研究が多く行われるようになった（白岩 2011）。これらの研究から、
上級学習者になっても終助詞の不適切な使用が多く見られるなど、学習者の終助詞の習得には難





























































　　B：ええと、日本車ですね。     益岡（2007：77、78）
　（1）と（2）において B は同じように「ね」を使用しているが、B が提供する情報が A、B に
とって確定しているかどうかという点が異なる。（1）では「7 時」という情報は A、B 双方にとっ
て未確定であったため、話し手 B がその情報について聞き手 A とともに確認するために「ね」を
使用している。それに対して、（2）では「日本車」という情報は、話し手 B にとっては確定した




















































































　　B：ええ、きのうまで試験が続いちゃって……   伴・架谷（1996：145）






　　  B：* 昭和 12 年ですね。　    　　　　　　　　　　　　　　　          （神尾 2002：75）






































































よね 共有の受入要求（31 回） 共有の提示（28 回） 共有の表明（34 回） 

































































談話機能 昇調↗ 降昇調⤴ 昇降調↷ 降調↘
確認・同意要求 〇 〇 〇
自己確認 〇
同意 〇 〇 〇 〇












（23）それがいいよね。↗　新鮮だよね。きっとね。   　　　井上（1999：105）
（24）すごくおいしいですよねえ。⤴    　　　井上（1999：114）
（25）そうですよね。↷　あんまり調理しないですよね。↷　こんなおいしいのあるんですもんね。 
      　　　　　　　　　　　井上（1999：114）
（26）（中略）はーい、ありがとうございます。そうなんですよね。↘　じぶんに合っているかどうか、
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ケーションを通して終助詞の使用状況を検討した研究（船戸 2012、清家 2013）、口頭産出を通し






在住の多国籍の中上級日本語学習者 14 名である。表 3 の機能設定に従い、質問項目が 8 つ設定さ
れた。問題例を下に示す。回答方法はもっともふさわしいと思う終助詞の後ろの括弧に 1 とつけ、









　　ね（　　）　　よ（　　）　　    （　　）   　　　　　　　 大嶋（1989：111）










① 軽い詠嘆の気持を含む判断 ① 断定、言い張る、念を押す
② 軽い主張、念を押す気持 ② 疑問の意に相手をなじる気持を添加する
③ 同意を求める、返答を促す ③ 命令、依頼の気持を少し強める













例：A、B、C の中から終助詞を 1 つ選んで、次の文を完成しなさい。
　　A：よ　B：ね　C：よ・ね（両方とも使える）






















した。分析対象のメールの中で、「よ」が使用された文は 23 例、「よね」が使用された文は 103 例
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であった。
　「よ」が使用された学習者のメール文 23 例のうち、「よ」の使用が許容される用例は 3 例のみ
であった。学習者が「よ」を適切に使用できていた 3 例は、書き手が読み手の知らない情報につ























（28）「（中略）伝染病って本当に怖いですよね。」   　　　　  清家（2013：6）
（29）（留学生が日本を旅行する際、筆者たちがそれをサポートしたことに対する感謝のメール）
「（中略）★★（地名）に行ってよかったんですよね。」　　　　　　            清家（2013：9）
（30）（メールの挨拶部分）
「月曜日もあっという間に過ぎちゃいましたよね。早く週末が来てほしいです。」







習者の「ね」の使用の変化を検討した。学習者と母語話者各 1 名を 1 組にし、週に 1 回計 12 回、























筆記テストと同じ、多国籍の日本語学習者 14 名である。調査においては調査者が学習者に 1 人 1
人個別に 8 つの質問をした。これらの質問は学習者が終助詞「ね（え）」と「よ」を使用せざるを
得ないように設定された。（31）が質問の 1 例である。学習者の回答は、期待通りに終助詞を適


























　初鹿野（1994）は、4 人の初級日本語学習者の発話を 1 年にわたり収集し、そこに現れた終助
詞「ね」に焦点を当てて分析した。「ね」の習得過程を明らかにすることを目的とした研究である。
収集されたのは学習者と日本語教師との 1 対 1 の会話資料で、録音された音声データを文字化し
たものが分析された。初鹿野（1994）の調査では、全体的傾向として「ね」の使用数が少なかっ




























































































































井上幸（1999）「『よね』のイントネーションと機能」『福岡 YWCA 日本語教育論文集』No.9: 85-118.
大嶋真紀（1989）「外国人の発話を不自然にする要因の分析―中・上級日本語学習者の終助詞の使用をめぐって」『鹿児島大
学史学科報告』No.36: 103-112. 
Global Studies　第 4 号
- 112 -
何桂花（2008）「日本語教育における終助詞『ね』の習得の特徴―インタビュー形式の会話における中国語を母語とする学習
者を中心に―」『日本語・日本文化研究』No.18: 117-126.
神尾昭雄（1990）『情報のなわ張り理論―言語の機能的分析―』大修館書店
神尾昭雄（2002）『続・情報のなわ張り理論』大修館書店
小山哲春（1997）「文末詞と文末イントネーション」『文法と音声』97-119　くろしお出版
高民定（2011）「日本語学習者の『よ』『ね』『よね』について―日本語初級・中級教科書の機能分析を中心に」『国際教育』
No.40: 11-23.
崔英才（2015）「終助詞『ね』『よ』『よね』の談話上における機能分析―コーパス・データの母語場面の会話を中心に―」『千
葉大学人文社会科学研究』No.31: 94-115.
西郷英樹（2012）「終助詞『ね』『よ』『よね』の発話連鎖効力に関する一考察―談話完成タスク結果を基に―」『関西外国語
大学留学生別科日本語教育論集』No.22: 97-112.
清家健司（2013）「外国人留学生による終助詞『よ』・『よね』の誤用に対する一考察」『國學院雜誌』No.114(12): 1-13. 
白岩広行（2011）「第二言語としての日本語の終助詞習得研究の展望」『阪大社会言語学研究ノート』No.9: 66-95.
張鈞竹（2005）「台湾人日本語学習者の終助詞『ね』の使用―コミュニケーション機能を中心に―」『言語情報学研究報告』
No.6: 281-299. 
轟木靖子・山下直子（2008）「終助詞の音調における地域差と共通点―東京・大阪・岡山・香川を例として」『日本語教育』
No.136: 68-77.
轟木靖子・山下直子（2013）「終助詞『よ』『ね』の音調の聞き取りについて―中国語母語話者および韓国語母語話者の場合―」
『比較文化研究』No.109: 27-39.
初鹿野阿れ（1994）「初級日本語学習者の終助詞習得に関する一考察―『ね』を中心として―」『言語文化と日本語教育』
No.8: 14-25.
福岡昌子（2013）「教育的視点から見たパラ言語情報―パラ言語情報の研究は大変だけれども面白い―（特集　ことばの名脇
役たち　話しことば）」『日本語学』No.32(5): 63-75.
福岡昌子（2016）「音声の習得」『第二言語としての日本語習得研究の展望―第二言語から多言語へ―』32-42　ココ出版
船戸はるな（2012）「継続的な文字チャットによる日本語学習者の終助詞『ね』の使用の変化―必須要素 / 任意要素の観点から―」
『日本語教育』No.152: 1-13. 
伴紀子・架谷真知子（1996）「誤用からみた終助詞『ね』の指導法」『アカデミア　文学・語学編』No.61: 135-156.
文鐘蓮（2015）「中国人日本語学習者の終助詞『よ』と『ね』に関する習得上の問題点」『中国研究論叢』No.15: 117-128.
朴美貞（2018）「終助詞『ね』の習得に関する研究概観―自由会話と空白埋めテストの結果に焦点を当てて―」『昭和女子大
学大学院言語教育・コミュニケーション研究』No.12: 15-29.
益岡隆志（2007）『日本語モダリティ探究』くろしお出版
メイナード .K. 泉子（1993）『会話分析』くろしお出版
